
第 1377 回例会 平成 27 年 12 月 16 日(水) 

＜＜本日のプログラム＞＞  

1.点      鐘                 

2.会長の挨拶      3、幹事報告    

4.委員会報告      5、出席報告 

6.年末懇親会  ＊乾杯の音頭「正岡文郁君」 

＊万歳三唱「梶田 與之助君」 

7.ＳＡＡより次週の案内 

 Ｈ28 年度 1 月 6 日水曜日「夜間例会」 

新年家族バザー新年会～42 階 時間：18：30～ 

※バザー品提供協力のお願い～当日ご持参下さい。 

8.「手に手つないで」合唱 指揮者「太田忍君」 

10.点    鐘 

第 1375 回例会記録 平成 27 年 12 月 2 日（水） 

■会長の時間       会長●日高 邦孝君 

皆さんこんにちは、昨日

のニュースで中国のＰ

Ｍ２．５問題を何度も耳

にしましたが、大変深刻

な問題だと思います。隣

国の我々日本にも被害

は及ぶわけですから尚

更の事です。どういう物

質なのか簡単にお話しさ

せて頂きます。微小粒子状物質（PM2.5）とは、粒径 2.5μm

（2.5mm の千分の１）以下の粒子状物質です。マイクロ（μ）

は100万分の1の単位。2.5マイクロメートル（μm）は髪の毛

の太さの 1/30 程度、花粉より小さい大きさとなります。また

PM2.5 は、単一の化学物質ではなく、炭素、硝酸塩、硫酸塩、

金属を主な成分とする様々 な物質の混合物となっていますPM 2.5

などの粒子状物質の発生源としては、ボイラー等のばい煙を発生する

施設、自動車、船舶等の移動発生源、塗装や印刷等のVOCを発生させ

るものなど、多種多様な人為起源があります。また、自然起源として

は、火山や黄砂の他に、植物から蒸発するVOCなどもあります。VOC

とは、揮発性有機化合物の略称であり、揮発性を有し、大気中で気体

状となる有機化合物トルエン、キシレン、酢酸エチルなど多種多様な

物質を含む。環境基準とは、環境基本法に基づき、人の健康を保護す

る上で維持されることが望ましい基準として設定されたものであり、

超過した場合に人の健康に影響が生ずる基準として設定されたもの

ではありません。このため、大気中の濃度が環境基準を超過した場合

でも、直ちに人への健康に影響が現れるというものではありません。

PM2.5の環境基準は、「1年平均値が、1立方メートル当たり15μg以

下であり、かつ、1日平均値が1立方メートル当たり35μg以下であ

ること」となっています。暫定指針値は、PM2.5による大気汚染につ

いて国民の感心が高まった中で、2013 年 2 月に環境省が設置した

「PM2.5に関する専門家会合」において、注意喚起の目安として設定

された暫定的な値です。暫定指針値は、健康影響が出現する可能性が

高くなると予想される濃度水準として、1日平均値1立方メートル当

たり70μgとされています。1日平均値が暫定指針値を超過すると予

想される場合は、不要不急の外出や屋外での長時間の激しい運動をで

きるだけ減らすことをお勧めするなどの注意喚起を行うこととして

います。特に呼吸器系や循環器系の疾患を有する方、小児、高齢者の

方などは、より影響を受けやすい可能性があるので、普段から健康管

理を心がけるとともに、体調の変化に注意することが大切です。もう

一つ、「おせち料理」についても少し調べてみましたのでお話しさせ

て頂きます。御節料理の基本は、祝い肴三種（三つ肴、口取り）、煮

しめ 酢の物、焼き物である。地方により構成は異なる。三つ肴の内

容は関東では黒豆、数の子、ごまめ（田作り）の3種、関西では黒豆、

数の子、たたきごぼうの3種である。一つ一つの料理は、火を通した

り干したり、あるいは酢に漬けたり味を濃くするなど、日持ちする物

が多い。これは歳神を迎えて共に食事を行う正月の火を聖なるものと

して捉え、神と共食する雑煮をつくるほかは火を使う煮炊きをできる

だけ避けるべきという風習に基づく。家事から女性を解放するためと

いう要素があるとみる説もある。また、関西には「睨み鯛」といって

三が日の間は箸をつけない尾頭つきの鯛を焼いたものを重詰めする

風習がある。 

と言う事です。お正月三が日くらいは家庭の主婦にも台所仕事を休ん

で頂けたら良いかと思います。 

 

■幹事報告          幹事●林 厚雄君 

＜文書報告＞ 

＊ 地区社会奉仕セミ

ナー資料の添付 

＊ 都城西ＲＣ～創立

40 周年記念式典祝賀

会のご案内 日時：Ｈ

28 年 3 月 12 日（土） 

＊ 宮崎中央ＲＣ～創

立 30 周年記念式典～事前連絡 
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＊ 大口ＲＣ～創立 40 周年記念式典祝賀会のご案内 

 日時：Ｈ28 年 3 月 12 日（土） 

＊ ガバナー月信 12 月号訂正のお知らせ 

＊ 国際大会地区ナイト日程変更のお知らせ 

＊ グローバル補助金インド現地視察のご案内 

■ 出席報告           ●宮原 建樹君 

会員数 26（１） 出席数 21 名 出席率 88.0％ 

免除会員 1 名 欠席数 5 名 メイク  1 名 

 

■ハッピーＢＯＸ披露      ●中武 幹雄君 

＜ニコニコへ＞ 

● 大久保貞子君～お誕生日のお祝い有り難う

御座いました。寒くなってきましたので皆様

お身体に気を付けて下さい。 

● 柳田光寛君～お祝い有り難う御座いました。

もはや祝ってくれるのはロータリーだけと

なりました。 

● 吉田康一郎君～誕生日プレゼント有り難う

御座いました。 

● 林 初子さん～今年も誕生日祝っていただ

いて有り難う御座いました。毎年けじめが出

来て嬉しいです。 

● 藤堂孝一君真由美さんご夫妻～今年で 36 回

目の記念を迎えました。早いものですね！嫁

も顔の痛みも治まり少しずつ回復している

ようです。 

● 中武幹雄君～前月 11 月 1 日で代表者を変更

しました。息子への引継ぎ済ませました。今

後ともよろしくお願い致します。 

● 郡司小百合さん～おいしいプレゼント有り

難う御座います。年をとるたびに体のあちこ

ちに故障が増えていきますが、めげないで頑

張ります。 

＜財団へ＞ 

● 岩切 正司君～例会出席に励みましょう。 

● 荒武 義博君～卓話を聴いて頂くお礼に、それか

ら長男に無事孫が産まれました。孫が三人全部女

の子です。 

■委員会報告     親睦委員会●吉田康一郎君 

問い合わせておりました「歯車会」の日程連絡が参り

ました。来年 1 月 15 日（金曜日）座論梅ゴルフクラ

ブです。詳細は追って連絡いたしますが今回も多くの

参加協力をお願い致します。 

■第三期ＲＬＩ参加報告     ●武政 勝巳君 

              

当日は色々な予定が入

っていたのですがキャ

ンセルして藤堂君と共

に初めて参加して参り

ました。内容は大変難し

く、いきなり「職業奉仕

とは？」と質問されまし

たが「分かりません！」と答えました。分からないも

のは分からないのです。ある程度年数を経て勉強して

いるロータリアンでなければこの研修会を自分のも

のにする事は難しいと感じました。先週の欠席分のメ

イクに高鍋ＲＣの例会に参加させて頂きました、やは

りいい勉強になりましたので今後も積極的にメイク

には出かけて行こうと思っております。 

■会員卓話           ●荒武 義博君 

本日は近況と私の生い

立ちみたいな事をお話

しさて頂きます。先日

イスラム教徒風の方を

見かけたときに一瞬自

爆テロの恐怖を感じて

しまい、自分の中にも

ある偏見を反省しまし

た。免許更新に久し振りに行きましたが建物が立派に

なっていてビックリしました。私は幼くして父を亡く

しておりますので母と妹との慎ましい暮らしを送っ

て来ましたので母親を大切に思う気持ちは人一倍強

いものでした。そんな中私は芸能界に強く憧れその夢

を追い掛けたい一心で家出を試みた事もありした、し

かし母親を残して行けるはずも無く・・その後縁あっ

て昭和 44 年に松下電器に入社しました。御陰で 2 軒

の家を建てることが出来ましたし大阪転勤・・沢山の

人との出会いの御陰で助けられて来ました、自分自身

の力で等と言う事は一つもありません。その後 2000

年に早期退職制度の道を（家族の反対がある中で）選

びました。家内の家業である現職を継ぐ事になり佐土

原ＲＣ会員としての自分もあります。人生には幾つか

の分かれ道がありますがどの道を選ぶかでその後の

人生は大きく変わる事になると思います。私自身の道

選びは結果間違って無かったと思える事に感謝した

いと思います。先日山脇名誉会員のお宅でＰＣの指導

に行きました。心配事のある中でも明るい性格で前向

きなお姿に逆に励まされました。皆様も是非尋ねて行

かれると喜ばれると思います。 

4 つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

1. 真実かどうか。 

2. みんなに公平か。 

3. 好意と友情を深めるか。 

4. みんなのためになるかどうか。 


